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 Contemporary Christian schools in Japan are expected to equip their students not only with a wealth of 
academic knowledge but also with a lifestyle conducive to Christian ethos and ethics. As such, sex education, 
focusing on “respect for human lives,” “human rights,” “ways of living” and “agape,” is considered as foremost 
and critically important in Christian education; however, many teachers are reluctant to teach such topics.
 One hundred-four (104) Protestant and120 Catholic secondary schools participated in a survey in which they 
were asked about: 1) how and in what content areas Bible teachers could contribute to sex education; 2)how 
these teachers could collaborate with other teachers, and 3) opinions and attitudes concerning sex education at 
Christian schools.
 The results indicated that Bible teachers and chaplains at these schools were pivotal to providing sex 
education based on Christian philosophy and ethics. Also, other teachers in health education, home economics, 
and biology, as well as school nurses and school counselors often found themselves teaching sex education 
classes. Most of the latter teachers in Christian schools do not profess their faith in Christianity and conduct 
sex education not on the basis of Christian understanding. This paper strongly suggests that Bible teachers or 
chaplains play a central role in providing sex education by integrating it with their religious program in schools, 












































































教学校 7 校，カトリック学校 7 校と非常に少なく，
各問とクロスさせても特に特色は見られなかっ
た．










































　　　はい  9 校（17%） 20校（38%）
　　　いいえ 38校（73%） 26校（50%）













　　　どちらとも言えない  7 校（13%）  8 校（15%）
　学年配当に，決まったパターンはないようで，早い所では中 1 ，遅い所では高 3 のみという学校がある．中















　　　わからない  3 校（ 6 %）  8 校（15%）
　聖書物語を扱う折に，教訓として，性に関する学びを取り入れる事例としては，以下の聖書物語が多く用い
られている．












　　　はい  24校（44%） 25校（48%）
　　　いいえ 26校（50%） 17校（33%）

















































 13校（25%）  4 校（ 8 %）
　②　世の中の動きに抗しきれない（他教科の教師，親，生徒達の言動に）
 キリスト教学校 カトリック学校
  7 校（13%）  9 校（17%）
　③　学校において性教育はタブーで，表立って議論できない．または，避けている節がある．
 キリスト教学校 カトリック学校






































































　　　はい  9 校（17%） 18校（35%）
　　　いいえ 30校（58%） 26校（50%）



































  0 校（ 0 %）  6 校（33%）
　具体的には，以下のような事例があった．
　　・（生物）命の起源，生きることの大切さ，生き物を通して人間の性を学ぶ
　　 ・中 3 に週 1 時間「生命について考える時間」を設置
④　養護教諭（保健室の教員）
 キリスト教学校 カトリック学校
  5 校（55%） 11校（61%）
　以下のような具体的な記述があった．，
　　・教えた内容，教材について情報交換























　　　はい  5 校（10%） 10校（19%）
　　　いいえ 42校（81%） 34校（65%）



























































































































































































































































































































































































（5） SIECUS: Sexuality Information and Education 
Council of United State.
 拙著「キリスト教学校教育における性教育のあり
方に関する研究」『キリスト教教育論集』第11号, 
日本 キリスト教 教 育学 会,  2003年5月20日, 
37-49,96頁参照
（6） 1980年代後半から，特に性教育に熱心に取り組ん
だ教員は，アメリカのSUIECUSの影響を強く影響
を受けた，特に日本性教育協会や“人間と性”教育
研究協議会の研修を受けている．研修を受けた当
時の若い教員が，現在40 ～ 50代の指導的立場に
なっている．また，性教育元年と言われた平成元年
（1988年）改訂の指導要領（1991年より順次実
施）に基づく，広く行き渡った性教育の副読本は日
本性教育協会関連のものが多い．その副読本で学び，
育った中高生が，30代の中堅教員となっているの
である．
（7） 性教育の現状を訴える卒業生教員のいるキリスト教
主義学校7校（校長および卒業生）に，事前調査と
してインタビューを行った．1997年より1998年
に北海道から九州までキリスト教学校を訪問してキ
リスト教教育についての調査を行ったが，その折に
行った性教育に関する聞き取り調査とほとんど変化
はなかった．
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